
 

第９回 揖斐川水源地域ビジョン推進協議会 

 

日時：平成２９年２月１４日（火）1３:３0～1５:３0 

場所：揖斐川町役場 ３Ｆ 防災対策室 

 

議 事 次 第 
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（２）揖斐川水源地域ビジョンにかかる活動報告および活動予定

について 

（３）その他 

      質疑、意見交換 

４ 閉 会   
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第８回 揖斐川水源地域ビジョン推進協議会 議事要旨

日 時：平成 2７年 11 月 26 日（木）10 時 30 分～12 時 00 分 

場 所：揖斐川町役場 ３F 防災対策室 

１．開会

２．挨拶（揖斐川町長）

３．規約の改正について

生命の水と森の活動センター協議会が、一般財団法人いびがわ内の組織から平成

26 年 4 月より独立した団体となったことから、生命の水と森の活動センター協議会

センター長が新たに委員となることについて了承された。

４．報告及びその審議結果等

（１）平成 26 年度の活動報告について 

①揖斐川町の活動実績として、水源地域の魅力を広く PR するとともに、下流域

からの集客を図るため「徳山ダム観光放流」、「水陸両用バスの運行」を実施し

たことが報告された。

②生命の水と森の活動センター協議会の活動実績として、水環境・自然生態系の

保全するための取り組みとして「揖斐川上流水源地での清掃活動」、「環境パト

ロール」、揖斐川上流域の荒廃林及びコア山での植栽、保育活動の「実のなる

木を植えよう大作戦」、「小中学生による苗木のホームステイ活動」の実施の報

告がされた。自然環境や環境保全の学習・啓発・体験として小中学生等を対象

に各種体験活動の実施や PR 活動をしたことが報告された。また、名古屋市水

道局が実施した「木曽三川水源林保全体験」への支援についての報告があった。 

③徳山ダム管理所の活動実績として、徳山湖の水質監視（水質調査）、命の水と

森の活動センター協議会に協力し「実のなる木を植えよう大作戦」、「苗木のホ

ームステイ」の実施、水の週間のダム見学などの活動が実施されたことについ

て報告があった。

④木曽川上流河川事務所横山ダム管理支所から横山ダム 50 周年イベント（記念

式典、ダム見学、スタンプラリー、地域交流ツアー、よことくダムカレー）の

開催、通年実施しているダム見学会等について報告された。

⑤岐阜森林管理署から平成 26 年度「越美山地緑の回廊モニタリング調査」の概

要として、越美山地の森林状況、ブナ・ナラ類の種子豊凶状況、哺乳動物の確

認状況経年変化の報告がなされた。

資料１
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   ⑥揖斐農林事務所から揖斐川町及び大野町の小学校において生き物調査や環境

学習として「ぎふ田んぼの学校」、揖斐川町及び池田町の小中学生を対象に森

林・林業・水環境に関する学習や体験活動を実施したことについて報告された。

また、徳山ダム上流のコア山において、早期樹林化を目的としてカラマツの試

験植栽を実施したことが報告された。 

⑦中部電力(株)から揖斐川町内の小学生とその保護者による「ダム探検と水力発

電」の見学会、いびがわマラソンの運営協力、水難事故防止 PR 活動等を実施

したことについて報告された。 

   ⑧名古屋市上下水道局から名古屋市上水道給水区域の小学生とその保護者を対

象に「木曽三川水源林保全体験」（間伐作業体験、徳山ダム見学）が実施され

たことについて報告された。 

   ⑨大垣商工会議所から「全国水都ネットワークフォーラム in 大垣」が開催され

たことについて報告された。また、水資源の活用について学ぶとともに西濃地

域の産業発展の歴史を知る機会として、中部電力(株)の徳山水力発電所及びイ

ビデン株東横山発電所の施設見学会を開催したことが報告された。 

   ⑩西濃広域観光推進協議会から水源地域の魅力を活用した産業の振興を図るた

め、「観光客誘致促進キャンペーン」（大阪府、三重県）、「ぐるっと西美濃スタ

ンプラリー」、「ぐるっと西美濃ツアー」（バスツアー）、台湾における観光 PR

を実施したことについて報告された。 

 

  （２）平成 27 年度の活動予定（実績）について 

   ①揖斐川町から水資源機構の船舶「とくまる」で徳山湖を周遊し、周辺の自然環

境を観察する「徳山湖自然環境観察会」の開催、揖斐川下流域の在住者（主と

して名古屋を中心とする中京圏）を対象とした門入地区のブナ自然林及び周辺

の自然を観察するツアーを水資源機構と共催し実施したことについて報告さ

れた。また、平成 27 年度も「徳山ダム観光放流」、「水陸両用バスの運行」を

実施したことが報告された。 

   ②生命の水と森の活動センター協議会から平成 27 年度も「揖斐川上流水源地で

の清掃活動」、「環境パトロール」、「実のなる木を植えよう大作戦」、「小中学生

による苗木のホームステイ活動」、自然環境や環境保全の学習・啓発・体験の

各種体験活動の実施や PR 活動をしたことが報告された。 

   ③徳山ダム管理所から平成 27 年度も徳山湖の水質監視（水質調査）の実施、「実

のなる木を植えよう大作戦」、「苗木のホームステイ」への協力、水の週間のダ

ム見学などの活動が実施されたことについて報告があった。また、揖斐川町と

共催し「徳山ダムブナ自然林観察ツアー」を実施したことが報告された。 

   ④木曽川上流河川事務所横山ダム管理支所から通年実施しているダム見学会、森

と湖に親しむ旬間におけるイベントについて報告された。 
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   ⑤岐阜県揖斐農林事務所から平成 27 年度も「ぎふ田んぼの学校」、揖斐川町及び

池田町の小中学生を対象とした森林・林業・水環境に関する学習や体験活動を

実施していることが報告された。また、平成 26 年度に引き続き徳山ダム上流

のコア山において、早期樹林化を目的としてカラマツの試験植栽を実施したこ

とが報告された。 

⑥中部電力(株)から平成 27 年度も「ダム探検と水力発電」の見学会、いびがわマ

ラソンの運営協力、水難事故防止 PR 活動等を実施したことが報告された。 

⑦名古屋市上下水道局から平成 27 年度も名古屋市上水道給水区域の小学生とそ

の保護者を対象に「木曽三川水源林保全体験」（雨天のため木工クラフト体験）

が実施されたことについて報告された。 

   ⑧大垣商工会議所から「西美濃産業観光読本」（改訂版）の作成、全国水都ネッ

トワーク会議への参加について説明があった。 

   ⑨西濃広域観光推進協議会から「観光客誘致促進キャンペーン」（東京都、中部

国際空港、大垣市）、「西美濃スタンプラリー」、「西美濃ツアー」（バスツアー、

旅行会社との連携）、台湾における観光 PR を実施について説明された。 

 

  （３）その他 

①揖斐川町長より平成 28 年度に揖斐川町で木曽三川自治体サミットが開催され

ることが紹介された。 

②大垣市から平成 28 年度から国道 417 号冠山トンネル工事の岐阜県側の工事が

着手されることが説明された。 

③岐阜県より、公有地化事業の状況および木曽川三川基金の事業支援について説

明があった。 

 

５．閉会 

 

 

                             以上 
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(1) 揖斐の防人・中部の水瓶としての上流域の環境を、みんなで守り育てる

(2) 自然の叡智や風土など水源地域そのものを「水と森の自然博物館」として、学び、やすらぐ

(3) 流域ぐるみで協働し、流域文化の創造と展開を図る

施 策 (1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

①水環境の保全

②ダム機能保全のための森林の保全整備

③自然生態系の保全

④環境調査

施 策 (2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

⑥研修の場の提供

⑦健康づくりと安らぎの場の提供

施 策 (3)　広域で継続的な交流・連携の推進

⑧活動を通じた上下流交流

⑨教育交流の推進

⑩県境を越えた広域連携

施 策 (4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

⑫新たな産業の振興

施 策 (5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑬情報発信

⑭人材育成

⑮啓発活動の推進

⑯危機管理

⑰交流の場づくり

施策項目

基本方針を踏まえた５つの取組方針と主な方向

目標像を実現するための３つの基本方針

施策項目

施策項目

施策項目

揖斐川水源地域ビジョンについて

揖斐川水源地域の将来像（目標像）

日本のどまん中を支える日本一の水と森が織りなす流域文化の創造

    － みんなで守り、学び、やすらぐ、日本一元気な流域を目指して －

施策項目

資料２
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

（１）日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

③自然生態系の保全

徳山湖自然環境観察会

揖斐川町

5月から11月まで　第2・第4土曜日等　18回

内　　　　　容

　水資源機構の船舶「とくまる」で徳山湖を周遊し、周辺の美しい自然環境を観察する
とともに、水源地域の環境保全の重要性を啓蒙することを目的に「徳山湖自然環境観
察会」を実施した。
　また、下流域からの集客を図ることや谷汲山等の町内観光施設との連携を図ること
を目的に、旅行会社のバスツアーを利用した。

１日３便　　①１１：００　　②１２：４５　　③１４：００　　各約５０分間
乗船料金　大人１３００円　　小中学生７００円

平成２８年乗船者数　　１，９８２人　１８回
平成２７年乗船者数　　１，８２９人　１４回

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について(平成２８年度）

写　　　　　真
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

(2)　日本一の水と緑に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

徳山自然体験事業の実施

揖斐川町、独立行政法人水資源機構　徳山ダム管理所

　　　門入コース　　　　　５月２５日、７月１３日、１０月２８日、１１月４日
　　　塚コース　　      　　８月１０日
（旅行会社主催）門入：１１月２日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計６回

内　　　　　容

揖斐川下流域（主として名古屋市周辺）の住民を対象に、揖斐川最上流である徳山ダ
ム上流域の自然環境保全の重要性と、徳山ダムが持つ治水・利水の役割を周知する
ことを目的として、徳山ダムの非水没地帯である戸入・門入地区内を１６ｋｍのウォー
キングで散策したり．門入地内では地域に残るブナ自然林見学を行った。
　また、試験施行として塚地区のブナ自然林見学と徳山ダム堤体内見学をセットにした
イベントも実施した。
　今後、こうした機会を末永く続けていくため、低コスト化と民間活力を導入するため
に、旅行会社の主催によるツアー開催も試験的に１回行った。

参加人数　町主催　　門入コース　１４０人　（４日間合計）
　　　　　　　　　　　　　(平成27年度  126人    ( ５日間合計） ）
　　　　　　　　　　　　　　塚コース　　  ４８人

　　　　　　　旅行会社主催　　　　　 ２６人

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

写　　　　　真

徳山ダム堤体内見学（８月）

現地ガイドによる門入ブナ自然林

の解説
戸入船着場～門入地内間、

ウォーキングの実施

塚地区望郷広場・ブナ自然林

の解説（８月）
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

（４）水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

徳山ダム観光放流　　水陸両用バスの運行　徳山湖Ｅボート体験の実施

揖斐川町

徳山ダム観光放流　　　　　　4月29日、30日、5月1日、3日、4日 (5日間）
水陸両用バス　　　　　　　    8月4日、5日、6日(3日間）
徳山湖Ｅボート体験　　　　　 7月2日、3日(2日間）

内　　　　　容

水源地域の魅力を広くＰＲするとともに、下流域からの集客を図るため「徳山ダム観光
放流」「水陸両用バスの運行」を行った。また、徳山湖面利用推進の取り組みとして「徳
山湖Ｅボート体験」を、岐阜県カヌー協会の協力を得て試験的に行った。

観光放流の来場者　　　　平成28年春　2,848人(5日間）
　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年春　2,566人（5日間）
　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年秋　1,997人(4日間）
　
水陸両用バス乗船者　　　平成28年度   445人(3日間）
　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年度　　593人(3日間）

Ｅボート体験参加者　　試験運航　6/19、　　39人(町内関係者）
　　　　　　　　　　　　　　  運航　　　　7/2、3　　74人(一般住民）

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について(平成２８年度）

写　　　　　真

徳山ダム観光放流の実施 水陸両用バスの運行

徳山湖Ｅボート体験の実施 徳山湖Ｅボート体験の実施
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

写　　　　　真

（１）日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

①水環境の保全

生命の水を育む源流域の水環境を保全するための清掃活動等の実施

生命の水と森の活動センター協議会　揖斐川町　揖斐自然環境レンジャー　その他関係諸団体および一般個人

平成２８年４月～１２月

内　　　　　容

　水源地域の環境保全を目的に、町、NPO団体、関係諸団体や地域住民と協働して、
揖斐川上流域の清掃活動、および環境パトロール活動を行った。

・ 揖斐川上流水源地域クリーン作戦（9/17 　１３名参加）

・ 冠山登山道クリーン作戦
　　　　　　　　　　　　（10/1　雨天のため中止　センター職員で清掃活動を実施）

・ 夜叉ヶ池登山道クリーン作戦（10/15　１１名参加）

・ 徳山ダム上流域の環境パトロール、公衆トイレの清掃活動（７５回実施）
　 および湖上巡視活動（８回実施）
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

写　　　　　真

（１）日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

③自然生態系の保全

豊かな野生生物を育む自然環境の保全に向けた植樹活動の実施

生命の水と森の活動センター協議会　揖斐川町　揖斐自然環境レンジャー　　その他関係諸団体および一般個人

平成２８年４月～１１月

内　　　　　容

　徳山ダム上流域の荒廃林、工事跡地（コア山）を中心に、郷土産のブナ、トチ、ミズナ
ラ、クルミ等の野生生物の餌となる木（実のなる木）の植栽、保育活動を実施した。

・ コア山下草刈りおよび獣害防止カバーの設置（6/21､7/2、9/13 　２４名参加）

・ 北和中学校生徒による苗木のホームステイ活動と植樹活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4/13、9/26　４４名参加）

・ 坂内地区の県有林に実のなる木を植えよう大作戦（10/20　３名参加）

・ 第14回徳山ダム上流に実のなる木を植えよう大作戦（11/3　４２名参加）

・ 揖斐小・北方小学校児童による苗木のホームステイ活動と植樹活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4/19、20、10/12、31　６１名参加）
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

写　　　　　真

（２）日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

徳山湖周辺の優れた自然環境を活用した様々な体験活動の実施

生命の水と森の活動センター協議会　その他関係諸団体

平成２８年８月14日～15日、11月28日～29日、12月12日～13日、1月～2月

内　　　　　容

　季節ごとに大きく変化する自然環境や様々な自然素材を活用しながら、小中学校児
童生徒や地域内外の多くの方々に水源地域の重要性や環境保全の学んでもらう各種
体験活動を実施した。
　
・ 古民家でのシシ汁づくりや炊飯体験、およびクリスマスリースづくり
　　　（揖斐川町の田舎暮らし体験　11/19、20　７名参加）

・親子クリスマスデイキャンプとクラフト体験（12/3　15名参加）

・ 雪とのふれあい体験
　　1/15　歩くスキー体験(雪がなく中止）   1/21　イグルーづくり
　  1/28　歩くスキー体験　　　　　　　　     2/4　イグルーづくり
　　2/12　スノーシュー体験

13



※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

写　　　　　真

（２）日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑥研修の場の提供

宿泊施設「ふじはし星の家」を利用する児童生徒等の各種研修活動への支援と体験活動の実施

生命の水と森の活動センター協議会　

平成２８年５月１０日～平成２８年１１月１８日

内　　　　　容

　「ふじはし星の家」に宿泊する小中学校児童生徒および地域内外の各種団体等が実
施する各種研修活動の支援や、自然環境や自然素材を活用した様々な体験活動を実
施した。

・ 小中学校児童生徒やスポーツ少年団等の各種団体が実施する研修活動の支援
・ オリエンテーリングや登山、川遊びや天体観測等の自然環境や施設を活用した体
　 験活動
・ 丸太切りや木の実クラフトづくり等の自然素材を活用した体験活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６９団体　２，３６２名）

・ 杉原山登山道の整備（登山者5月～10月　６団体１６７名）

・ 体験学習のためのテキスト等整備
   小中学生等の教育交流や揖斐川上流水源地域の自然を学習する「フイールドサ
　イン編」の原稿作成

14



※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

写　　　　　真

（３）広域で継続的な交流・連携の推進

⑧活動を通じた上下流交流

揖斐川上下流の小中学児童生徒や一般住民が互いに学び交流できる体験活動の実施

生命の水と森の活動センター協議会　

７月２４日、8月１９日

内　　　　　容

　下流域関係市（名古屋市）の上下水道局が、木曽三川水源林保全体験として実施す
る森林間伐体験や徳山ダム見学を支援した。また、上流域のブナ原生林が残る門入
地区を訪れ、徳山の歴史や自然環境について学ぶ門入探訪会を実施した。

・ 門入探訪会
　　旧徳山村の門入地区を訪れ、徳山の歴史や残されているブナ原生林での森林や
　昆虫について学ぶツアーを開催した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１２名参加）
・ 水源林保全体験
　　参加者は少人数のグループごとに分かれ、鶴見地区の杉人工林に入り間伐作業
　を行った。急な斜面ではあったが、指導員の支援のもとで一生懸命に慣れない作
　業に取り組んだ。とくに子ども達の真剣な姿とそれを応援する保護者の励ましな
　ど、間伐作業の成就感とともに、印象的な姿が数多く見られた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２名参加）
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

写　　　　　真

（５）みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑬情報発信

徳山ダムの機能をはじめ治水・利水の大切さ、さらには当センターの活動内容等を広く伝える情報発信

生命の水と森の活動センター協議会　

通年

内　　　　　容

　徳山ダムや水源地域のもつ機能や役割、さらには治水や利水の大切さを多くの方々
に伝えていくとともに、活動センターの役割や活動内容についての情報を発信した。

・ 徳山ダムや関連施設の総合案内（団体数153　案内人数4,190名）

・ 生命の水と森の活動センターおよび学習館のＰＲ活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （6/5　名古屋市水フェスタ参加）
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

写　　　　　真

（５）みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

啓発活動の推進

豊かな自然環境の保全について学ぶ様々な研修や啓発活動を実施

生命の水と森の活動センター協議会　

通年

内　　　　　容

　多種多様の野生生物を育む豊かな自然環境、その仕組や役割を理解しながらそれ
らを将来にわたって守り育てていくことの大切さを学ぶ機会を設定した。

・ 徳山ダムおよびダム周辺の自然環境について学ぶ研修会
　　 水資源機構徳山ダム管理事務所の米崎所長による徳山ダムの機能や役割等を
　中心とした講和を、実のなる木の植樹活動実施日に開催した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11/3　４２名参加）

・ 小中学校児童生徒への啓発活動
　　 学習館等での各種体験活動実施時に、利用する素材や体験内容に関わらせな
　がら自然環境保全について学ぶ場を設定した。
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

・ダム貯水池の水質状況を水質汚濁に係る環境基準項目についてダム貯水池の水質・底質
　の状況を定期的（月1回）に監視し、その実態を経年的、長期的に把握するとともに、調査結
　果（速報値）を徳山ダムホームページ『現在のダム状況（水質情報）』に掲載している。

【参考】水質調査結果（速報値）URL
　　http://www.water.go.jp/chubu/tokuyama/reservoir/reservoir.html

写　　　　　真

(独)水資源機構

内　　　　　容

(1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

①水環境の保全

ダム湖の水環境の保全に取り組む

平成28年4月　～　平成29年3月

水質調査： ダム湖採水

塚地点

門入地点

戸入地点

基準地点

鶴見地点

扇谷地点
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

写　　　　　真

(1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全
(3)　広域で継続的な交流・連携の推進
②ダム機能保全のための森林の保全整備
⑧活動を通じた上下流交流

苗木のホームステイ・実のなる木を植えよう大作戦

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター協議会、揖斐自然環境レンジャー、揖斐川
町、

平成28年7月、9月、10月、11月

内　　　　　容

・揖斐川水源地域全体にトチノキ、ナラ、クリ、ブナなどの野生動物の餌となる「実のなる木」
　を植樹し、その下草刈りや保育作業を通して山の仕事を実体験するとともに、生物多様性
　豊かな森林づくりに努める。

・命の水と森の活動センター協議会等が主催するコア山での植樹、保育活動について協力を
　行った。
　実のなる木を植えよう大作戦
　　下草刈り　平成２８年　７月　２日
　　植樹作業　平成２８年１１月　３日
　苗木のホームステイ（植樹）
　　北和中　　平成２８年　９月２６日
　　揖斐小　　平成２８年１０月１２日(今年度より)
　　北方小　　平成２８年１０月３１日
　

苗木のホームステイ： 北和中学校 苗木のホームステイ： 揖斐小学校

苗木のホームステイ： 北方小学校 実のなる木を植えよう大作戦
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

写　　　　　真

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進
⑤学習の場の提供
⑮啓発活動の推進

ダム見学会の実施

(独)水資源機構

平成28年8月1日、平成28年11月7日

内　　　　　容

・豊かな自然環境と地域資源の活用により、効果的な学びの環境づくりを図る。
　水源地域の価値や役割の周知、ダムの必要性・重要性を理解して頂くための啓発活動を行
　う。

・徳山ダム見学会
　水の週間イベント：８月１日（見学会参加者：166名）
　　水の週間のイベントとして、ダム堤体内のゲート室や監査用通路の見学会を一般の方を
　　対象に実施した。見学会の様子についてＮＨＫ岐阜放送の取材があり「ほっとイブニング」
　　で放映された。

　洪水吐きゲート見学会：１１月７日（見学会参加者25名）
　　夏季の不特定補給のため、貯水位が低下し、普段、見られない洪水吐きゲートが貯水池
　　内前庭部まで立ち入れ、全景をみることができることから、常用洪水吐きの機械設備に
　　特化した見学会を開催した。

水の週間： ダム見学会

洪水吐き見学会
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

写　　　　　真

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進
⑤学習の場の提供
⑮啓発活動の推進

徳山ダム上流ブナ自然林観察ツアー、徳山湖上流探訪会

揖斐川町、生命の水と森の活動センター協議会、(独)水資源機構

平成28年5月、7月、8月、10月、11月

内　　　　　容

・豊かな自然環境と地域資源の活用により、効果的な学びの環境づくりを図る。
　水源地域の価値や役割の周知、ダムの必要性・重要性を理解して頂くための啓発活動を行
　う。

・揖斐川下流域住民（名古屋を中心とした中京圏）を対象とした徳山ダム上流ブナ自然林の
　観察ツアーを揖斐川町と共催し実施した。
　　5月25日、7月13日、8月10日、10月28日、11月2日、4日（6回）　参加者数：214名

・徳山湖上流探訪会として、揖斐川町の小学生親子を対象とした徳山ダム上流のブナ自然林
　や周辺の生物の観察会を生命の水と森の活動センター協議会と共催した。
　　7月24日　参加者数：12名（親子6組）

徳山ダム上流ブナ自然林観察ツアー

徳山湖上流探訪会
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

写　　　　　真

(4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

徳山ダム・揖斐川町PR写真撮影会

揖斐川町、(独)水資源機構

平成28年5月、11月

内　　　　　容

・徳山ダムおよび貯水池の写真を公報等に使用することを目的に、一般のアマチュアカメラマ
　ンを対象とした写真撮影会を揖斐川町と共催した。
　　5月13日、11月10日、16日

徳山ダム・揖斐川町PR写真撮影会
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

写　　　　　真

(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑬情報発信

洪水吐きゲートからの放流

(独)水資源機構

平成28年4月29日～5月1日、5月3日～4日

内　　　　　容

・洪水吐きゲートからの放流により、多くの方々にダムの機能や役割を理解して頂くとともに、
　普段、水が滞留している減勢工（洪水吐から流れる水の勢いを抑える施設）の水質浄化を
　図るために放流を行うものを地域観光資源の一つとして実施した。

洪水吐きゲートからの放流
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

平成28年の施設見学者は、約4,200名

ダムカード配布枚数

※平成28年度は1月まで

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

平成27年度

平成28年度

18,247

23,446

写　　　　　真

(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑬情報発信

徳山ダムＰＲ

(独)水資源機構

通年

内　　　　　容

・徳山ダムの施設見学
　徳山ダムをＰＲするため、ダム天端および左右岸の広場を一般開放している。
　（積雪の場合一部閉鎖区域あり）
　一般開放は、9:00～17:00　　土日祝日も実施。
　また、土日祝日は、管理所1階会議室をＰＲ施設として開放し、ダム関係資料および
　ＤＶＤ映像放映を行っている。

・徳山ダム　ダムカードの配布
　徳山ダム来訪者へ、ダムカードを配布している。
　（ダムの一般開放時に管理所1階受付で配布）

ダム訪問者（ダム天端）

ダムカード配布

ダム管理所会議室開放
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について(平成２９年度）

・ダム貯水池の水質状況を水質汚濁に係る環境基準項目についてダム貯水池の水質・底質
　の状況を定期的（月1回）に監視し、その実態を経年的、長期的に把握するとともに、調査結
　果（速報値）を徳山ダムホームページ『現在のダム状況（水質情報）』に掲載していく。

【参考】水質調査結果（速報値）URL
　　http://www.water.go.jp/chubu/tokuyama/reservoir/reservoir.html

写　　　　　真

(独)水資源機構

内　　　　　容

(1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

①水環境の保全

ダム湖の水環境の保全に取り組む

平成29年4月　～　平成30年3月

水質調査 調査地点

塚地点

門入地点

戸入地点

基準地点

鶴見地点

扇谷地点
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について(平成２９年度）

写　　　　　真

(1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全
(3)　広域で継続的な交流・連携の推進
②ダム機能保全のための森林の保全整備
⑧活動を通じた上下流交流

苗木のホームステイ・実のなる木を植えよう大作戦

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター協議会、揖斐自然環境レンジャー、揖斐川
町、その他関係諸団体および一般個人

平成29年6月　～　11月

内　　　　　容

・揖斐川水源地域全体にトチノキ、ナラ、クリ、ブナなどの野生動物の餌となる「実のなる木」
　を植樹し、その下草刈りや保育作業を通して山の仕事を実体験するとともに、生物多様性
　豊かな森林づくりに努める。

・命の水と森の活動センター協議会等が行うコア山での植樹、保育活動について協力してい
　く。

植樹場所（コア山） ドローン撮影

植樹場所（コア山）
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について(平成２９年度）

写　　　　　真

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進
⑤学習の場の提供
⑮啓発活動の推進

ダム見学会の実施

(独)水資源機構

平成29年8月1日　～　7日（水の週間）

内　　　　　容

・豊かな自然環境と地域資源の活用により、効果的な学びの環境づくりを図る。
　水源地域の価値や役割の周知、ダムの必要性・重要性を理解して頂くための啓発活動を行
　う。

・徳山ダム見学会
　水の週間のイベントとして、ダム堤体内のゲート室や監査用通路の見学会を一般の方を対
　象に実施する。

水の週間 ： ダム見学会
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について(平成２９年度）

写　　　　　真

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進
⑤学習の場の提供
⑮啓発活動の推進

徳山ダム上流ブナ自然林観察ツアー、徳山湖上流探訪会

揖斐川町、生命の水と森の活動センター協議会、(独)水資源機構

平成29年5月　～　11月

内　　　　　容

・豊かな自然環境と地域資源の活用により、効果的な学びの環境づくりを図る。
　水源地域の価値や役割の周知、ダムの必要性・重要性を理解して頂くための啓発活動を行
　う。

・徳山ダム上流ブナ自然林等の観察ツアーを揖斐川町と共催していく。

・揖斐川町の小学生親子を対象とした徳山ダム上流のブナ自然林や周辺の生物等の観察会
　を生命の水と森の活動センター協議会と共催していく。

ブナ自然林（塚地区）

門入地区 ウォーキング

門入地区 門入待避施設
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について(平成２９年度）

写　　　　　真

(4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

徳山ダム・揖斐川町PR写真撮影会

揖斐川町、(独)水資源機構

平成29年5月、11月

内　　　　　容

・徳山ダムおよび貯水池の写真を公報等に使用することを目的に、一般のアマチュアカメラマ
　ンを対象とした写真撮影会を揖斐川町と共催していく。

撮影： 丹羽 氏

撮影： 川畑 氏
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について(平成２９年度）

写　　　　　真

(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑬情報発信

洪水吐きゲートからの放流

(独)水資源機構

平成29年　5月、11月

内　　　　　容

・洪水吐きゲートからの放流により、多くの方々にダムの機能や役割を理解して頂くとともに、
　普段、水が滞留している減勢工（洪水吐から流れる水の勢いを抑える施設）の水質浄化を
　図るために放流を行うものを地域観光資源の一つとして行っていく。

洪水吐きゲートからの放流状況
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について(平成２８年度）

写　　　　　真

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供      ⑦健康づくりと安らぎの場の提供

ダム見学会の通年実施

国土交通省　中部地方整備局　木曽川上流河川事務所　横山ダム管理支所

通年（開庁日）

内　　　　　容

　全国に13基しかない「中空重力式コンクリート」ダムの見学会を行い、徳山ダムとの
連携操作や揖斐川の治水、ダム設備の概要、役割などを説明しました。

　平成28年度は、1,137名（H28.12.31現在）の方に見学していただきました。
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

⑤学習の場の提供　／　⑦健康づくりと安らぎの場の提供

森と湖に親しむ旬間　イベント

平成28年7月21日～平成28年7月31日　(イベント実施日7月23日（土））

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

　横山ダムでは、７月21日～31日の「森と湖に親しむ旬間」にあわせて、全国に１３基し
かないダムの内部空間を活用したイベントを実施しました。
　横山ダムについて、より多くの方に知っていただくため、ダム内部の見学会をメイン
に、パネル展示・建設当時のビデオ放映などを実施しました。

【７月23日（土）のイベント内容】
・「中空重力式ｺﾝｸﾘｰﾄ」ダムの中を見学し、ﾀﾞﾑの概要、役割等を理解してもらいまし
た。
・ダム見学待合室では、横山ダムの建設当時記録映像を放送し、当時の建設経緯など
を見てもらいました。
・ダム天端に災害対策車両（排水ポンプ車、照明車）の展示及び説明などを実施しまし
た。
・流木配布も好評でした。

【７月23日（土）の見学者数】
　　　３６６名
※ダム見学開始前から県外の方々が訪れる（神奈川県、静岡県、大阪府、岡山県）

写　　　　　真

国土交通省　中部地方整備局　木曽川上流河川事務所　横山ダム管理支所

内　　　　　容

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

ダム中空部内ダム監査路内

ダム天端（排水ポンプ車）ダム天端
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

写　　　　　真

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供      ⑦健康づくりと安らぎの場の提供

ダム見学会の通年実施

国土交通省　中部地方整備局　木曽川上流河川事務所　横山ダム管理支所

通年（開庁日）

内　　　　　容

　全国に13基しかない「中空重力式コンクリート」ダムの見学会を行い、徳山ダムとの
連携操作や揖斐川の治水、ダム設備の概要、役割などを説明します。
　
見学可能日 ： 年末年始を除く平日
見学時間　　： 午前１０時～、午後２時～　の２回　　　（見学は約１時間）
見学申込み ： 事前予約（平日午後４時までに）

※　降雨や業務等の状況により、見学をお断りする場合があります。

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について(平成２９年度）

40



※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

間伐による水源林保全体験

平成28年8月19日

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

【木曽三川水源林保全体験】

■目的
　名古屋市上下水道局の給水区域内の小学生（4～6年生）を対象に、名古屋市の水
源施設である徳山ダム周辺の山林（水源林）での間伐作業体験等や、徳山ダムの見
学を通して、水源林の大切さや森林整備の重要性を学ぶ機会を提供します。

■行程
　8：45名古屋市役所発　11：25～13：50間伐作業体験
　14：30～15：15徳山ダム見学　18：30名古屋市役所着
　
■参加人数　　18組36名

※実施におきましては、生命の水と森の活動センター、揖斐郡森林組合、（公社）木曽
三川水源造成公社、（独）水資源機構徳山ダム管理所にご協力いただいています。

写　　　　　真

名古屋市上下水道局

内　　　　　容

間伐体験のようす

徳山ダムの見学のようす
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について(平成２９年度）

写　　　　　真

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

間伐による水源林保全体験

名古屋市上下水道局

平成29年8月

内　　　　　容

【木曽三川水源林保全体験】
　名古屋市上下水道局の給水区域内の小学生（4～6年生）を対象に、名古屋市の水
源施設である徳山ダム周辺の山林（水源林）での間伐作業体験等や、徳山ダムの見
学を予定。

間伐体験のようす 木工クラフトのようす（雨天時）

徳山ダムの見学のようす
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

（4）水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

西美濃地域が持つ豊かな自然と多くの優れた観光資源をＰＲすることにより、圏域の観光振興と地域活性化を図る。

平成28年4月～平成29年3月

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

⑴観光客誘致促進キャンペーン事業
　①東京国際フォーラムでの2016“よい仕事おこし”フェアへ出展し、観光ＰＲを実施（平成28年8月2日～3日）
（来場者数　37,000人）
　②東京ビッグサイトでのツーリズムＥＸＰＯジャパン2016へ出展し、観光ＰＲを実施（平成28年9月22日～25日）
（来場者数　185,844人）
　③ぎふ西美濃観光キャンペーンin羽田空港の実施（平成29年1月13日～15日）
（来場者数　700人）
　④富山駅でぎふ西美濃観光物産展in富山の実施（平成29年2月11日～12日）
　⑤ディアモール大阪でぎふ西美濃観光物産展in大阪の実施（平成29年2月16日～17日）

⑵広告宣伝事業の実施
　①中部国際空港パネル掲出事業（平成28年9月～11月）
　　ぎふ西美濃の豊かな自然や歴史等をパネルで展示し、観光客の誘客を図った。
　②香港路線への掲出事業（平成29年1月～3月）
　　大阪（関西）－香港を就航する航空会社のサービスを活用し、香港向けに、ぎふ西美濃の豊かな自然や歴史等をＰＲし、観光客の
誘客を図った。
　③ポスター及び観光情報誌等掲出事業（平成29年1月～3月）
　　製作したポスターや観光情報誌等を掲出することで、ぎふ西美濃の豊かな自然や歴史等をＰＲし、観光客の誘客を図った。
　
⑶観光情報誌作成事業の実施
　ぎふ西美濃の豊かな自然や歴史等を紹介する観光情報誌を作成し、イベント等で配することで、観光客の誘客を図った。
（秋・冬号40,000部、春・夏号60,000部）

⑷インターネットショップ販路拡大事業の実施
　ぎふ西美濃の特産品等を取り扱うインターネットショップを開設し、特産品等をＰＲするとともに、観光客の誘客を図った。
（売上41,802,435円　平成28年4月～12月）

⑸関係事業者連携事業
　①ぎふ西美濃桜めぐりの旅の実施（平成28年4月）
　　ぎふ西美濃の桜を巡るツアーを企画・実施し、観光客の誘客を図った。（9日間実施、748人送客）
　②ぎふ西美濃さわやか涼景名所めぐりの実施（平成28年7月～9月）
　　ぎふ西美濃の涼景名所を巡るツアーを企画・実施し、観光客の誘客を図った。（19日間実施、789人送客）
　③ぎふ西美濃サイクリングＰＲ事業の実施
　　自転車と鉄道を利用したサイクリングを企画・ＰＲし、観光客の誘客を図った。

⑹ビジット西美濃観光キャンペーン事業（平成28年8月21日～24日）
　西美濃圏域12市町が一体となり、海外での市町長による誘客活動を実施し、海外からの観光客の誘客を図った。

⑺2016台北国際観光博覧会（ＴＴＥ）出展事業（平成28年5月18日～24日）
　ＴＴＥに出展し、海外からの観光客の誘客を図った。

⑻メディアブロガー等招請事業
　台湾の出版社から編集者を招請し、西美濃の豊かな自然や歴史等を取材していただき、台湾及び香港において情報発信すること
で、観光客の誘客を図った。

写　　　　　真

西美濃広域観光推進協議会

内　　　　　容

⑴観光客誘致促進キャンペーン事業

（ツーリズムＥＸＰＯジャパン2016）

⑺台北国際観光博覧会出展事業⑹ビジット西美濃観光キャンペーン事業

⑵①中部国際空港パネル掲出事業
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について(平成２９年度）

写　　　　　真

（4）水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

西美濃地域が持つ豊かな自然と多くの優れた観光資源をＰＲすることにより、圏域
の観光振興と地域活性化を図る。

西美濃広域観光推進協議会

平成29年4月～平成30年3月

内　　　　　容

⑴国内観光プロモーション
　①ツーリズムＥＸＰＯジャパン2017への出展（平成29年9月21日～24日）
　　東京ビッグサイトで西美濃地域における観光ＰＲを実施予定。
　②大阪梅田ディーズスクエアでの観光物産展（平成30年2月8日～9日）
　　大阪梅田のディーズスクエアでの観光ＰＲ及び特産品販売を実施予定。

⑵ぎふ西美濃スタンプラリー事業（平成30年2月～3月）
　西美濃を巡るスタンプラリーを実施予定。

⑶関係事業者連携事業
　①ぎふ西美濃桜めぐりの旅（平成30年3月）
　　東海旅客鉄道㈱、名阪近鉄旅行㈱と連携し、春の西美濃を巡るツアーを実施予
定。
　②西美濃さわやか涼景名所めぐり（平成29年7月～9月）
　　㈱阪急交通社と連携し、夏の西美濃を巡るツアーを実施予定。

⑶海外観光プロモーション
　①台北国際観光博覧会への出展（平成29年5月）
　　ブース出展による観光ＰＲ、旅行社商談会へ参加予定
　②Ｔｈａｉ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｒａｖｅｌ　Ｆａｉｒへの出展（平成30年2月）
　　ブース出展による観光ＰＲ、旅行社商談会へ参加予定

ツーリズムＥＸＰＯジャパン

台北国際観光博覧会（2016年）

ディーズスクエアでの観光物産展（平成27年度開催時）
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

(4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

⑫新たな産業の振興

地域資源の活用による、交流産業の創出・育成

平成28年4月1日～平成29年3月31日

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

交流産業の創出・育成に向け、奥の細道むすびの地、水都などの地域資源を活用しな
がら諸事業を実施する。
①「西美濃産業観光読本」（改訂版）の作成（5,000冊）
　揖斐川の水資源を活かした産業（徳山ダム水力発電所等）に関する内容。

②全国水都ネットワーク会議への参加
　全国水都ネットワークは、国内各都市が連携して、水辺の魅力づくりに関する情報収
集、情報交換、共同発信などを行い、日本の“水都”ブランド向上をめざすため、大阪
商工会議所が呼びかけ、平成 24年 12 月に設立したもの。大阪はじめ全国の“水都”
10 都市（大阪、東京、新潟、名古屋、大垣、近江八幡、徳島、広島、松江、柳川）が参
画。
28年度は、大阪商工会議所で運営会議を開催した。

写　　　　　真

大垣商工会議所　交流産業委員会

内　　　　　容

「西美濃産業観光読本」（改訂版）

徳山ダム
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

交流産業の創出・育成に向け、奥の細道むすびの地、水都などの地域資源を活用し
ながら諸事業を実施する。
①「西美濃産業観光読本」（改訂版）の作成（3,000冊）
　揖斐川の水資源を活かした産業（徳山ダム水力発電所等）に関する内容。

②全国水都ネットワーク会議への参加
　全国水都ネットワークは、国内各都市が連携して、水辺の魅力づくりに関する情報
収集、情報交換、共同発信などを行い、日本の“水都”ブランド向上をめざすため、大
阪商工会議所が呼びかけ、平成 24年 12 月に設立したもの。大阪はじめ全国の“水
都”10 都市（大阪、東京、新潟、名古屋、大垣、近江八幡、徳島、広島、松江、柳川）
が参画。
29年度は、新潟市で運営会議と水都ネットワークフォーラムが開催予定。（日時未定）

※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について(平成２９年度）

(4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑫新たな産業の振興

地域資源の活用による、交流産業の創出・育成

大垣商工会議所　交流産業委員会

平成29年4月1日～平成30年3月31日

内　　　　　容

写　　　　　真

大垣八幡神社・大垣の湧水

奥の細道むすびの地記念館

46



施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

（４）水源地域の魅力を活用した産業の振興

活動報告[中部電力]

⑪観光振興

いびがわマラソンの運営協力

平成28年11月13日（日）

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

［具体的内容］
　○いびがわマラソン
　　【実施内容】・当日の給水係員協力、給水所用地および飲料水の無償提供
　 　　　　　　　　・大会終了後の当該箇所付近の清掃活動
　　【参加人数】・当日の給水係　４人
 

　[Ｈ２９年度取組]
　　継続実施

写　　　　　真

中部電力株式会社

内　　　　　容
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

写　　　　　真

　　　水難事故防止PR

　　　・水難事故防止PR用チラシ、文具、ポケットティッシュの配布

　　　・のぼり旗設置

（５）みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑮啓発活動の推進（水難事故防止PR活動）

揖斐川筋の漁協・小学校・教育委員会に対して水難事故防止PR活動を実施。
また、河川入川者に対する注意喚起として水難事故防止PRのぼり旗を設置。

中部電力株式会社

平成28年6月

内　　　　　容

［具体的内容］
　〈漁業組合〉
　　揖斐川上流部３漁組に対し水難事故防止PRと水難事故防止PRポケットティッシュ
　　を配布（揖斐川上流・久瀬・揖斐川中部漁組）
　〈小学校〉
　　流域小学校１９校（揖斐川町、大野町、池田町、神戸町）に対し水力発電所の
　　働きを紹介すると共に、水難事故防止PRおよび水難事故防止PR文具を配布
　　（文具は小学校１年生を対象に配布）
　〈教育委員会〉
　　流域教育委員会（揖斐川町、大野町、池田町、神戸町）に対し水難事故防止PR
　　を実施
　〈のぼり旗設置〉
　　河川付近へのぼり旗を設置（西平ダム下流他1２ヶ所）

　[Ｈ２９年度取組]
　　継続実施

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（平成２８年度）

活動報告[中部電力]
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揖斐川水源地域ビジョン推進協議会 規約 

（名称）

第１条 本会は、「揖斐川水源地域ビジョン推進協議会」（以下「協議会」と

いう）と称する。

（目的）

第２条 協議会は、揖斐川水源地域ビジョンに基づき、徳山ダム上流域を核と

する揖斐川水源地域を流域全体の貴重な財産と位置づけ、水源地域だけ

ではなく、治水・利水の恩恵が及ぶ広域の人達が参画し、揖斐川水源地

域の豊かな自然環境を保全するとともに、適切なダム管理との整合を図

りながら、広大な自然環境、地域の伝統文化、多様な観光資源等の積極

的な利活用を図るため、流域住民、NPO 法人や企業等の各種団体、関係

行政機関、水源地域自治体、ダム事業者等が一体となって、個々の役割

を果たすとともに、相互の連携・協力の下、ビジョンの着実な推進を図

り、もって水源地域の自立的、持続的な活性化に寄与することを目的と

する。

（事業）

第３条 協議会は、以下の項目について実施するものとする。

  (1)ビジョンに位置付けた施策の実施状況の確認 

  (2)着実かつ効率的なビジョン推進のための協議・調整 

(3)生命の水と森の活動センター協議会の事業内容に関する確認や助言・指

導及び活動協力

(4)その他目的を達成するために必要な事項 

（組織等）

第４条 協議会は、別表に掲げる委員をもって構成する。但し、協議会の中で

了解を得たうえで、運営上必要な委員の増減を図ることができる。

２ 組織の改編等により委員の組織及び職名等が変更となった場合は、組

織及び職名等を新たな組織及び職名等に読み替え、その職に就いた者が、

協議会の委員を継承する。

資料１１
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（協議会の招集及び成立） 

第５条 協議会は、事務局がこれを招集し、揖斐川町長が議長を務める。 

２ 協議会は、委員の過半数の出席を持って成立する。 

３ 委員がやむを得ない事由により会議に出席できないときは、代理人を

出席させることができる。 

 

（協議会の開催） 

第６条 協議会は、原則として年１回開催する。その他、必要に応じて適宜開

催することができる。 

 

（公開） 

第７条 協議会は、原則として公開とする。 

  ２ ただし、議長が必要と認めた場合には非公開とすることができる。 

 

（事務局） 

第８条 協議会の事務局は、揖斐川町に置くこととし、事務局の運営に関し必

要な事項については、独立行政法人 水資源機構 徳山ダム管理所が協力

して実施するものとする。 

 

（雑則） 

第９条 本規約に定めのない事項については、協議会において別途定める。 

 

付則 

この規約は、平成２０年２月１３日から施行する。 

 

付則  

別表の委員について、「命の水と森の活動センター協議会 センター長」を追

加する。 

この規約は、平成２７年１１月２６日から施行する。 
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分　　　類 区　　　分 所　　属　・　役　　職

各種団体 関連地元事業者 揖斐郡森林組合　組合長

一般財団法人 いびがわ　理事長　

関連団体 生命の水と森の活動センター協議会　センター長

ＮＰＯ 揖斐自然環境レンジャー　理事長

西美濃広域観光推進協議会　事務局長

大垣商工会議所　交流産業委員長

揖斐川町商工会　事務局長

関連企業 中部電力（株）　岐阜電力センター所長

イビデン（株）エネルギー統括部　部長

関係行政機関 国土交通省 中部地方整備局　河川部　地域河川調整官

中部地方整備局　木曽川上流河川事務所長

中部地方整備局　木曽川上流河川事務所  横山ダム管理支所長

林野庁 中部森林管理局　岐阜森林管理署　次長

関係地方公共団体 岐阜県　都市建築部　次長 兼 水資源課長

岐阜県　揖斐県事務所長

岐阜県　県土整備部　揖斐土木事務所長

岐阜県　農政部　揖斐農林事務所長

愛知県　振興部　土地水資源課長

三重県　地域連携部　水資源・地域プロジェクト課長

名古屋市上下水道局 技術本部　計画部 水道計画課　主幹

流域市町代表 大垣市　技監

水源地域自治体 　 揖斐川町長

ダム事業者 水資源機構  中部支社　事業部　ダム事業課長

水資源機構　徳山ダム管理所長

平成29年2月14日現在

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会 委員一覧
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